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《担当者名》教授／村井　毅

【概　要】

定量分析の基礎となる化学平衡について理解し、それを用いた定量的解析法を学ぶ。

薬学のあらゆる領域で取り扱う物質（医薬品、生体成分、天然資源、食品、環境汚染物質など）の化学組成およびその量を正確、

かつ精密に測定し、そのデータを的確に判断することができる能力を身につける。さらには、新しいより効率の良い分析法や新

規分析法を開発することに必要な基礎理論、方法および技術を修得する。

【学修目標】

☆分析化学における基礎理論、特に化学平衡（酸・塩基化学平衡とpH計算）および化学量論（反応式より単位容量あたりの標準

液に対応する試料量と定量計算）について説明あるいは関連問題を解くことができる。

☆実験データを正しく取り扱うことができる。

☆医薬品分析への応用として、各種医薬品の定量法を考え、説明できる。

☆各種酸性あるいは塩基性医薬品の中和滴定を行うことができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 分析化学序論

1. 分析化学の歴史と役割

2. 分析法の分類

教科書：P.1～3

質量作用の法則と電解質溶液

1. 化学平衡と質量作用の法則

2. 電解質溶液

教科書： P.37～42

●分析化学が薬学や医学の発展に果たした役割を知

り、分析化学を学ぶ意義を説明できる。

●化学的、物理学的分析法の相違を説明できる。

●分析対象試料にあった分析法を概説できる。

●物質の水溶液は溶液中ではどのような形態で存在す

るかを理解し、溶液中の化学平衡および化学平衡を規

定する平衡定数を説明できる。

●質量作用の法則について説明できる。

●電解質とはどのようなものか、またそれが溶液とな

った場合、どのような平衡が成り立つのか説明でき

る。

≪関連するモデル・コア・カリキュラム≫

C-2-1 1)、C-2-2 1)～3)

村井　毅

2 酸・塩基反応

1. 酸・塩基とは

2. 酸・塩基の強さ

3. 酸・塩基平衡

4. pH

5. 非水溶液中の酸・塩基

教科書：P.42～56

●酸、塩基とはどういうものを指すのか、Arrhenius,

Bronsted-Lowryおよび Lewisによる定義を理解し、そ

の定義について説明できる。

●酸、塩基の強さとは何を指すか、また、その強さは

どのように決まるのかを説明できる。

●酸・塩基平衡について説明し、代表的な強酸・強塩

基及び弱酸・弱塩基水溶液のpHを計算できる。

●水中と非水溶媒中での酸・塩基の理論を理解し、

酸・塩基の強さが異なる理由を説明できる。

≪関連するモデル・コア・カリキュラム≫

C-2-2 1)～3）

村井　毅

3

5

酸・塩基平衡

1. 両性物質のpH

2. pH緩衝液

3. pHによる化学種の変化

教科書：P.56～67

●両性物質の電離平衡と不均化を説明でき、その溶液

のpHを計算できる。

●Henderson-Hasselbalchの式を導き、緩衝液の酸あ

るいは塩基の添加によるpH変動を計算できる。

●pHの変化と酸・塩基の電離平衡による化学種の存在

比について理解し、Henderson-Hasselbalch式との関

係を説明できる。

≪関連するモデル・コア・カリキュラム≫

C-2-2 1)～3)

村井　毅
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回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

6

8

容量分析法

1. 標準液の調製と標定

2. ファクターと計算

教科書：P.25～36

中和滴定

1. 中和滴定とは

2. 酸・塩基指示薬

3. 中和滴定曲線

教科書：P.68～81

●標準液の調製と標定の意義を説明し、与えられた濃

度の標準液の作成方法を説明できる。

●標準液のファクターを算出できる。

●中和滴定による定量法について説明できる。

●中和滴定のための当量点の代表的指示薬を覚え、そ

の変色域を指示薬の電離平衡における分子型、イオン

型の比率より説明できる。

●滴定曲線の作成の意義を説明できる。

●種々の酸・塩基（強酸・強塩基、弱酸・弱塩基、多

塩基酸、塩）の滴定各点におけるpHを求め、滴定曲線

を計算から描くことができる。

≪関連するモデル・コア・カリキュラム≫

C-2-2 1)～4）

村井　毅

9

10

容量分析法

1. 試料中の含量計算

教科書：P.81～88

●試料中の分析目的成分と標準液の反応比を算出し、

目的成分の含量（％）計算ができる。

●直接滴定、逆滴定を用いる代表的な医薬品又は共通

の構造を有する医薬品を挙げ、その滴定法の概略を説

明し、定量計算ができる。

≪関連するモデル・コア・カリキュラム≫

C-2-2 1)～4)、C-2-3 1)～3)

村井　毅

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

期末定期試験（筆記試験）100％で評価する。

フィードバックとして、定期試験終了後、試験問題の解説を行う。

【教科書】

「パートナー分析化学I」萩中　淳、加藤くみ子　編　南江堂

【参考書】

「日本薬局方解説書」　廣川書店

【備考】

定期試験対策として「定期試験対策テスト」を実施予定（※成績評価対象外）

【学修の準備】

予習として、教科書および配布プリントを熟読し、講義の概要を把握しておくこと（80分）。

復習として、教科書および配布プリント、講義ノートを活用し理解を深めること。また、講義中に解説した演習問題について、

再度確認しておくこと（80分）。

【関連するモデル・コア・カリキュラム】

C-2-1　分析方法の基礎　1)

C-2-2　溶液の化学平衡と容量分析　1)～4)

C-2-3　定性分析、日本薬局方試験法　1)～3)

【薬学部ディプロマポリシー(学位授与方針)との関連】

2. 有効で安全な薬物療法の実践、ならびに人々の健康な生活に寄与するために必要な、基礎から応用までの薬学的知識を修得し

ている。

【その他】

この科目は主要授業科目に設定している


